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一般国道 340 号立丸峠の小峠工区開通！！ 

【復興支援道路】 

県が「復興支援道路」として遠野市土淵栃内～宮古市小国間で整備を進めている一般国道

340号立丸峠工区（L=5.21km）のうち、立丸第二トンネル（L=0.92km）を含む小峠工区

（L=1.70km）が平成 28年 12月 11 日に開通しました。 

当日は天候にも恵まれ、山本宮古市長、本田遠野市長、小向沿岸広域振興局長、堀江県南

広域振興局長、県議会議員、地権者、宮古市立川井小学校の皆さまなど約 110 人出席のもと、

開通式を開催しました。 

開通式では宮古市長から「立丸峠の整備により安全で円滑な通行が確保される。大峠工区

の早期開通に向け、着実に事業を進めて欲しい。」、遠野市長から「地域間連携にはトンネル

が必要だった。両市の絆をより深めたい。」と祝辞をいただきました。 

川井小学校児童からは、開通式を迎えての作文発表があり、「着工式の時は 4 年生でこれま

で、現場見学、貫通式に参加し、防水シートにメッセージを書いたことが思い出となってい

る。命の道の重要さを感じ、復興についてこれからも考えていきたい。道路の開通により、

宮古市と遠野市がさらに仲良くなれれば良い。」などと発表していただきました。 

県では、今年を「本格復興完遂年」と位置付け、各種事業の推進に取り組んでおり、この

立丸峠についても、今後、遠野側の立丸第一トンネルを含む「大峠工区」の早期開通に向け

て、安全に万全を期して全力で取り組んでいきます。 

 

 沿岸広域振興局土木部宮古土木センター

 小向局長の式辞

 白旗所長の事業経過説明

 川井小学校児童からの作文発表

 山本宮古市長の祝辞

 本田遠野市長の祝辞

 パトカー先導によるパレード
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 【立丸峠工区の事業概要】

 【小峠工区の事業経過】

 

 【道路整備による効果】


